
結果の概要

1

栄養素等の摂取状況

平成12年調査における国民1人1日当た

りの栄養素等摂取量を性・年齢階級別に表1，

表2に示す。

男女とも，20歳代でカルシウム摂取量が最

も少なく500mg下回っている。また，女

性の鉄摂取量が少なく，20歳代で10mgを

下回っている。

◇表1◇　栄養素等摂取量（男，年齢階級別）

栄養素等別 総数 1～6歳 7～14歳 15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

調査人数

エネルギー
たんぱく質
うち動物性

脂質
うち動物性

炭水化物

カルシウム
鉄

食塩（ナトリウム×2．54／1，000）

A
B1

ビタミン B2

C

穀類エネルギー比率％

動物性たんぱく質比率％

エネルギー
平均栄養所要量たんぱく質
カルシウム

鉄

A

ビタミン
　B1

　B2

C
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　　　　結果の概要

◇表2◇　栄養素等摂取量（女，年齢階級別）

栄養素等別 総数 1～6歳 7～14歳 15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

調査人数

エネルギー
たんぱく質
うち動物性

脂質
うち動物性

炭水化物

カルシウム
鉄

食塩（ナトリウム×2．54／1，000〉

A

ビタミン
B1

B2

C

穀類エネルギー比率％

動物性たんぱく質比率％

エネルギー
平均栄養所要量たんぱく質
カルシウム

鉄

A

ビタミン
B1

B2

C
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1．栄養素等の摂取状況

エネルギー摂取量に占める脂肪エネルギー比率は26．5％

特に20～50歳代では適正比率の25％を超えている

　エネルギー摂取量は，平均でみるとほぼ適正

量となっている。

　摂取エネルギーに占めるたんぱく質，脂質，

炭水化物の構成比は図1のとおり，ここ数年，

構成比はほとんど変わっていない。

　年齢階級別にみると図2のとおり、20～

50歳代では脂肪エネルギーが適正比率の

25％を超えている。

◇図1◇　エネルギーの栄養素別摂取構成比（年次推移）

　たんぱく質　　脂質　　炭水化物

昭和50（1975）年

　　55（1980）年

　　60（1985）年

平成 2（1990）年

　　7（1995）年

　　8（1996）年

9（1997）年

10（1998）年

11（1999〉年

12（2000）年

◇図2◇　エネルギーの栄養素別摂取構成比（年齢階級別）

　たんぱく質 　脂質　　炭水化物

総数

1～6歳

7～14歳

15～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上
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　　結果の概要

穀類からのエネルギー摂取は41．3％，米類からは29．0％

　エネルギーの食品群別摂取構成比の年次推移

をみると，図3のとおりである。

　米類からのエネルギー摂取比率は最近5年

間，一定している。平成12年は29．0％であ

り，穀類からのエネルギー摂取比率は41．3％

である。

　　　　　　　　　　◇図3◇　エネルギーの食品群別摂取構成比（年次推移）

　　米類　　小麦，その他の穀類　　いも類　　油脂類　　豆類　　動物性食品　　その他

昭和50（1975）年

55（1980）年

60（1985）年

平成 2（1990）年

7（1995）年

8（1996）年

9（1997）年

10（1998）年

11（1999）年

12（2000）年
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1．栄養素等の摂取状況

　　　　脂質摂取量はほとんど変化なく，57．4g

脂質の摂取量は，図4のとおり，57．4gであ

り，動物性脂質23．0g，植物性脂質28．6g，

魚類脂質5．8gである。

脂質の食品群別摂取構成比の年次推移をみる

と，図5のとおり，昭和50年に比べると穀

類からの摂取が減少し，肉類や乳類からの摂取

が増加しているが，近年では横ばいである。

　　　　　　　　　　　◇図4◇　脂質摂取量の年次推移

昭和50（1975）年

　　55（1980）年

　　60（1985）年

平成 2（1990）年

　　 7（1995）年

　　 8（1996）年

　　 9（1997）年

　　10（1998）年

　　11（1999）年

　　12（2000）年

　　動物性脂質　　　植物性脂質　　魚類脂質

◇図5◇　脂質の食品群別摂取構成比（年次推移）

　　穀類　　豆類　　油脂類　　魚介類　　肉類　　卵類　　乳類　　その他

昭和50（1975）年

　　55（1980）年

　　60（1985）年

平成 2（1990）年

　　 7（1995）年

　　 8（1996）年

　　 9（1997）年

　　10（1998）年

　　11（1999）年

　　12（2000）年
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結果の概要

　たんぱく質摂取量のうち，動物性たんぱく質の占める割合は53．6％

　たんぱく質摂取量の年次推移をみると，図6

のとおりであり，平成12年は77．7gである。

そのうち動物性たんぱく質の占める割合は

53．6％である。

　たんぱく質の食品群別摂取構成比の年次推移

をみると，図7のとおり，昭和50年と比較

すると米類が減少し，肉類及び乳類が増加して

いる。

　　　　　　　　　　　　◇図6◇ たんぱく質摂取量の年次推移

　　折れ線グラフ
　　　：動物性たんぱく質比率（％）

　　　　たんぱく質

　　　　動物性たんぱく質

昭和50　55　60　平成2　　7　　　8　　　9　　10　　11　　12（年）
　1975　1980　1985　1990　1995　1996　1997　1998　1999　2000

◇図7◇　たんぱく質の食品群別摂取構成比（年次推移）

　　米類　　小麦，その他の穀類　　豆類　　魚介類　　肉類　　　卵類　　乳類　　その他

昭和50（1975）年

　　55（1980）年

　　60（1985）年

平成 2（1990）年

　　 7（1995）年

　　 8（1996）年

　　 9（1997）年

　　10（1998）年

　　11（1999）年

　　12（2000）年
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1．栄養素等の摂取状況

カルシウム摂取量は20歳代で最も少なく，男女とも500mgを下回る

　カルシウムの摂取量は戦後大きく増加したも

のの，昭和50年以降は図8のとおり，

550mg前後でほぼ横ばい状態である。平成

12年は，547mgである。

　図9に性・年齢階級別力ルシウムの食品群

別摂取量を示す。乳類からのカルシウム摂取量

は，1～14歳では約250～350mgであり，

20歳以上の成人では100mg前後となってい

る。40歳代以降では，豆類，緑黄色野菜から

のカルシウム摂取量が相対的に高い。カルシウ

ム摂取量の最も少ない年齢階級は，男女とも

20歳代であり，ともに500mgを下回ってい

る。

◇図8◇　カルシウム摂取量の年次推移

（mg）

昭和21　30　　40　　50　　60　平成2　　7 10 11 12（年）
1946　1955　1965　1975　1985　1990　1995　　 2000
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結果の概要

◇図9◇　カルシウムの食品群別摂取量（性・年齢階級別）

男

　　　総数

1～6歳

7～14歳

15～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

　　乳類　　豆類　　緑黄色野菜　その他の野菜　　穀類　　海草類　　魚介類　　その他

女

　　　総数

1～6歳

7～14歳

15～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上
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1．栄養素等の摂取状況

女性の鉄摂取量が少なく，10．7mg

20歳代の女性では，10mgを下回る

　鉄の摂取量は11．3mg（男性12．0mg，女

性10．7mg）であり，その年次推移は図10

に示すとおりである。

　図11に性・年齢階級別鎌の食品群別摂取量

を示す。豆類，野菜・果実類，肉・卵類からの

摂取量が多い。成人では，20歳代女性が鉄の

摂取量が最も少なく，10mgを下回る。

◇図10◇　鉄摂取量の年次推移

（mg）

昭和50 55 60 　　平成2 5 6 7 8 9 10 11 12年
1975 1980 1985 1990 1995 2000
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　　結果の概要

◇図11◇　鉄の食品群別摂取量（性・年齢階級別）

男

総数

1～6歳

7～14歳

15～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

　　穀類　　豆類　　野菜・果実類　　魚介類　　海草類　　肉・卵類　　その他

女

総数

1～6歳

7～14歳

15～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

37



1．栄養素等の摂取状況

ビタミン類の摂取を食品群別摂取構成比でみると，ビタミンB1では米類からの

摂取が減少，ビタミンCでは果実類からの摂取が減少傾向

　ビタミン類の食品群別摂取構成比は図12～

13に示すとおりである。ビタミンAについて

は緑黄色野菜が5割前後を占めている。ビタ

ミンB1については肉類，米類からの摂取割合

が多い。

◇図12◇　ビタミンAの食品群別摂取構成比（年次推移）

　　緑黄色野菜　　　肉類　　　　卵類　　　魚介類・乳類　　　その他

昭和50（1975）年

　　55（1980）年

　　60（1985）年

平成 2（1990）年

　　 7（1995）年

　　 8〈1996）年

　　 9（1997）年

　　10（1998）年

　　11（1999）年

　　12（2000）年

◇図13◇　ビタミンB1の食品群別摂取構成比（年次推移）

　　米類　　　小麦，その他の穀類　　　野菜類　　　魚介類　　　　肉類　　　その他

昭和50（1975）年

　55（1980）年

　60（1985）年

平成2（1990）年

7（1995）年

8（1996）年

9（1997）年

10（1998）年

11（1999）年

12（2000）年
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果の概要

　ビタミンB2については昭和50年以降、摂

取割合にほとんど変化はみられない。ビタミン

Cについては緑黄色野菜，その他の野菜，果実

類から摂取されている。

　　　　　　　　　◇図14◇　ビタミンB2の食品群別摂取構成比（年次推移）

　　穀類　　豆類　　野菜類　　魚介類　　肉類　　卵類　　乳類　　その他

昭和50（1975）年

55（1980）年

60（1985）年

平成2（1990）年

7（1995）年

8（1996）年

9（1997）年

10（1998）年

11（1999）年

12（2000）年

◇図15◇　ビタミンCの食品群別摂取構成比（年次推移）

平成

　　いも類　　　果実類　　　緑黄色野菜　　　　その他の野菜　　　その他

昭和50（1975）年

55（1980）年

60（1985）年

平成 2（1990）年

7（1995）年

8（1996）年

9（1997）年

10（1998）年

11（1999）年

12（2000）年
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1．栄養素等の摂取状況

食塩摂取量は依然10gを超えており，12．3g

　全国1人1日当たりの食塩摂取量は，図16

に示すとおり12．3gとなっている。性・年齢

階級別に食塩摂取量を示したのが図17である

が，男女ともに50歳代で摂取量が最も高く，

男性14．8g，女性13．2gである。

◇図16◇　食塩摂取量の年次推移

（g）

昭和50　　　55　　　60　　平成2　　7　8　9 10 11 12（年）

1975　　1980　　1985　　1990　　1995　　　　　　2000

◇図17◇　食塩摂取量の年次比較（性・年齢階級別，20歳以上）

（g）

男 女

　　平成7年　　　　平成12年

　20～29歳 30～39歳 4Q～49歳 50～59歳 60～69歳　70歳以上　　20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳　70歳以上

食塩摂取量（g）＝ナトリウム摂取量（㎎）×2．54／1，000
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